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1. はじめに 

2019年 9月に 1頭の流産（症例 1）、2020年 1～3月に頭部変形、大脳菲薄化、脊

柱湾曲、関節拘縮などを伴う計 6頭の体型異常子（症例 2～7）が確認され、ピート

ンウイルス（PEAV）の関与が疑われたため、病性鑑定の概要を報告する。 

 

2. 発生概要 

発生日は 2019年 9月から 2020年 3月まで、県北部が 4症例、県西部が 3症例で

すべて黒毛和牛で発生（表 1、図 1）、症例 2と症例 5は同一農場だった。胎齢は症

例 1は 209日で流産であり、そのほかの症例では流産はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 抗 PEAV 中和抗体価＜8 を確認済み、※2 異常産 3 種混合ワクチン（PEAV は含まず） 

表 1（左）：発生概要  

図 1（右）：発生地図（数字は症例 No.） 

 

3. 異常産の病性鑑定の材料と方法 

(1) 病理解剖検査：定法に基づき実施した。 

(2) 病理組織学的検査 

① 中枢神経系臓器及び骨格筋の HE染色を実施 

② 中枢神経系臓器及び骨格筋の抗 PEAVウサギ免疫血清を用いた免疫組織化学的

染色(SAB法)を実施 

(3) ウイルス学的検査 

① PCR検査 

ⅰ アルボウイルスウイルス検出用マルチプレップス RT-PCR：産子の中枢神経系



臓器、母牛の血清 

ⅱ ペスチウイルス検出用 PCR：産子の中枢神経系臓器、母牛の血清 

② シークエンス、分子系統樹解析：①のⅰの検査で陽性の検体は S及び Mゲノム

分節のシークエンスと分子系統樹解析を実施した。 

③ ウイルス分離：産子の大脳及び脳幹を HmLu-1細胞、BHK21細胞、牛胎子の大脳

や小脳などから自作した初代培養細胞で回転培養や静置培養で 3代盲継代した。 

④ 中和抗体検査：母牛血清、産子血清または体液について、PEAV、アカバネウイ

ルス、アイノウイルス、チュウザンウイルス、イバラキウイルス、サシュペリウ

イルス、シャモンダウイルス、牛ウイルス性下痢ウイルス 1型及び牛ウイルス性

下痢ウイルス 2型に対する中和抗体検査を実施した。 

(4) 細菌学検査：定法に基づき実施した。 

 

4. 異常産の病性鑑定の検査結果 

(1) 病理解剖検査 

外貌では全く著変の見られないもの、体型異常が軽度のもの、体型異常が強くみ

られるものが確認された（写真 1～4）。また、脊椎が湾曲しているもの（写真 5）、

頭部の変形が見られるもの（写真 6）、大脳が低形成で小脳が未形成で脳室は拡張

しているもの（写真 7，8）などがあり、頭部変形、関節拘縮などの重度の体型異常

を呈するものから、四肢の伸展などの軽度の体型異常を呈するもの、著変が全くな

いものまで病変の程度は様々だった。（表 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1：症例 1           写真 2：症例 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3：症例 5            写真 4：症例 6 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5：症例 7            写真 6：症例 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7：症例 5            写真 8：症例 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2：外貌、病理解剖検査所見一覧表 

(2) 病理組織学的検査所見（表 3） 

① HE染色：大脳などの中枢神経組織では非化膿性脳炎に特徴的な囲管性細胞浸潤

（症例 1,2,5,7）やグリア結節（症例 2,4,5,6）が見られた（写真 9,10）。また、

脊髄の大型神経細胞の減数（症例 2,3,4,7）や骨格筋の筋繊維消失と脂肪置換（症



例 2,3,5,7）が見られた（写真 11,12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9：症例 1 大脳 対物×4     写真 10：症例 3 大脳 対物×4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 11：症例 3 大脳 対物×4     写真 12：症例 6 間脳 対物×20 

② 免疫組織化学的染色：中枢神経組織の神経細胞の細胞質や軸索に抗原反応が見

られた（症例 1,5）（写真 13～18） 

 

 

 

 

 

 

写真 13：症例 1 視床  写真 14：症例 1 視床   写真 15：症例 1 中脳 

 

 

 

 

 

 

 

写真 16：症例 5 大脳  写真 17：症例 5 大脳    写真 18：症例 5 大脳 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3：病理学的検査所見一覧表 

 

(3) ウイルス学的検査 

① PCR検査：産子大脳及び脳幹（プール）から PEAVの特異遺伝子を確認（症例 1）。 

② シークエンス、分子系統樹解析：S ゲノム分節、M ゲノム分節の両方で 2016 年

に鹿児島県でおとり牛から分離された株と最も高い相同性を示した（相同性 Sゲ

ノム分節：99.10%、Mゲノム分節：98.65%）（症例 1）（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：旧 Simbu 血清群ウイルスの S ゲノム分節部分配列（443 塩基）に基づく分子

系統樹（上）、PEAVの Mゲノム分節部分配列（445塩基）に基づく分子系統樹（下） 



③ ウイルス分離：すべて陰性 

④ 中和抗体検査：母牛と産子の両方で PEAV に対する中和抗体を確認した（症例

2,3,4,6,7）（表 4）。アカバネウイルス、アイノウイルス、チュウザンウイルス、

イバラキウイルス、サシュペリウイルス、シャモンダウイルス、牛ウイルス性下

痢ウイルス 1 型、牛ウイルス性下痢ウイルス 2 型に対して、母牛と産子の両方で

中和抗体が確認されたものはなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      表 4：PEAVの中和抗体検査 

(4) 細菌学検査：すべて陰性。 

 

5. 異常産の病性鑑定の診断 

PCRや免疫染色で特異遺伝子や抗原を確認（症例 1,5）、病理組織検査で非化膿

性脳炎や矮小筋症等の所見を確認（症例 1,2,3,4,5,6,7）、抗体検査で母子の両方

で抗体を確認（症例 2,3,4,6,7）したことから、7症例を PEAVの関与を疑う異常産

と診断した（表 5）。既報では PEAVの関与が疑われる異常産は非化膿性脳炎や体型

異常が主症状であり、症例 1は体型異常の伴わない流産と貴重な症例となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5：病性鑑定検査成績のまとめ 

 



6. PEAV浸潤状況調査（おとり牛の PEAV抗体検査） 

未越夏牛 70頭について、4回（2019年 6月、8月、9月、11月）血清を採取し、

PEAVに対する中和抗体検査を実施。8月に 70頭中 18頭、9月に 12頭、11月に 5頭、

合計 35頭の抗体陽転牛を確認した。また、陽転頭数は大分家保管内で少なかったもの

の、他の管内では大きな差はなかった。陽転頭数が 35頭と例年と比較して突出して多

く、広範囲、長期間のウイルス浸潤が PEAVの関与を疑う異常産の発生増の原因と考え

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       表 6：おとり牛の PEAV抗体検査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 3：おとり牛の PEAV抗体検査地図 

 

7. PEAV侵入時期の推定（症例 1,2,5） 

(1) 症例 2,5発生農場について、2019年度初夏～晩秋に継続的に採血している同居

牛 10頭の保存血清（2カ月毎に 10頭を採血（奇数月 5頭、偶数月 5頭））の抗

PEAV中和抗体検査を実施。2019年 9月 4日と 10月 3日の血清で抗体価が上昇し

ていることを確認した。 



 

 

 

 

 

 

 

表 7（左）：症例 2,5発生農場同居牛の PEAV抗体検査結果一覧表 

図 4（右）：症例 2,5発生農場同居牛の PEAV抗体検査結果グラフ 

 

(2) 「6. PEAV浸潤状況調査（おとり牛の PEAV抗体検査）」を実施した 70頭のう

ち、症例 1発生農場、症例 2,5発生農場の隣接農場で飼養されているおとり牛 4

頭は 2019年 8月 29日の血清で抗体価が上昇していることを確認した。 

 

 

 

 

 

表 8（左）：症例 1発生農場、症例 2,5発生農場に隣接農場で飼養されるおとり牛

の PEAV抗体検査結果一覧表 

図 5（右）：症例 1発生農場、症例 2,5発生農場に隣接農場で飼養されるおとり牛

の PEAV抗体検査結果グラフ 

 

(3) (1)(2)の結果、PEAVに感染後、抗体価が上昇し始めるまでの期間を 6日、中和

抗体価がピークに達するまでの期間を 14日と仮定すると、7月 27日～8月 15日

に症例 1発生農場、症例 2,5発生農場にピートンウイルスが侵入したと推察し

た。 

 

8. PEAV侵入時期と病変の関連（症例 1,2,5） 

「7. PEAV侵入時期の推定」の結果、ウイルスの農場侵入時期を各症例の胎齢を

併せると、症例 1は胎齢 148～167日、症例 2は胎齢 107～126日、症例 5は胎齢 55

～74日に感染したと考えられた（図 6下段）。 

また、学会において国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構動物衛

生部門よりピートンウイルスの感染試験の結果が発表されており、胎齢 150日のウ

イルス接種では接種直後の解剖では非化膿性脳炎の所見があったものの、ウイルス

接種牛は正常分娩し、産子は体型異常もなく非化膿性脳炎の所見もなかったことか

ら、胎齢 150日以降の感染では胎子は抵抗性を有し、異常産は発症しないと考察さ

れている。別の感染試験では胎齢 40日のウイルス接種では胚は死滅しており、これ

までの野外症例も併せて考えると体型異常を引き起こす最も感受性のある胎齢が 70

～120日であると推定されている（図 6上段）。 



症例 1では胎齢 150日前後以降での感染と考えられ、体型異常が見られなかった

という点では動衛研の感染試験のデータと一致するが、非化膿性脳炎が形成され、

流産を引き起こしたという点では異なる結果となった。また、症例 2では体型異常

の高感受性胎齢 70～120日の終わり頃もしくは終了後に感染したと考えられ、体型

異常は四肢の伸展のみと軽度だった。症例 5では高感受性期間胎齢 70～120日より

前、もしくは始め頃に感染したと考えられ、頭部変形、脊柱彎曲、関節拘縮、大脳

の菲薄化、小脳低形成など重度の病変が確認されたことから、高感受性期間胎齢 70

～120日の中でも早い時期はより体型異常の病変が重度であり、遅い時期は比較的

に軽度である可能性が示唆された。（図 6下段） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6：PEAV侵入時期と病変の関連（症例 1,2,5） 

 

9. 終わりに 

今回の発生を受け、大分県畜産協会では 2020年度よりピートンウイルスが含ま

れる異常産 4種混合ワクチンを助成の対象に追加した。 
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